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H
P
V
は
、
性
体
験
の
あ
る
女
性
の
約
80

％
が
一
生
に
一
度
は
感
染
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
避
妊
具
で
感
染
の
リ
ス
ク
を
下
げ

る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
は
カ
バ

ー
し
き
れ
な
い
部
分
に
も
存
在
す
る
た
め
、

確
実
に
防
げ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感

染
し
た
場
合
、
ほ
と
ん
ど
は
自
然
消
滅
し
ま

す
が
、
長
期
間
感
染
し
続
け
る
と
、
が
ん
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
で
は
、

市
内
で
11
人
が
発
症
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　

「
子
宮
頸
が
ん
」
は
、
子
宮
の
入
口
部
分

に
で
き
る
が
ん
で
、
ほ
と
ん
ど
が
H
P
V

（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
の
持
続
感

染
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
覚
症
状

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
か
な
り
進
行
す
る
ま
で

気
づ
き
に
く
い
が
ん
で
す
。
が
ん
が
進
行
す

る
と
、
不
正
出
血
、
血
液
の
ま
ざ
っ
た
お
り

も
の
、
下
腹
部
の
痛
み
な
ど
が
起
こ
り
ま
す

さ
ら
に
進
行
す
る
と
、
手
術
の
範
囲
が
広
く

な
っ
た
り
、
放
射
線
療
法
や
化
学
療
法
が
必

要
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
骨
盤
近
く

か
ら
子
宮
を
取
り
除
く
手
術
に
な
る
と
、
む

く
み
、
排
尿
・
排
便
の
障
害
な
ど
の
後
遺
症

を
残
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
H
P
V
は
、
皮
膚
や
粘
膜
に
存
在
す
る
、　

　

誰
も
が
持
つ
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
発
症
年
齢
は
、
主
に
30
〜
40
代
で
す
が
、
近
年
、
20
〜
30

代
に
急
増
し
て
い
ま
す
。
発
症
す
る
前
に
発
見
で
き
れ
ば
、
子
宮
を
摘
出
せ

ず
に
完
治
で
き
、
そ
の
後
は
、
妊
娠
・
出
産
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の

た
め
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

20
〜
30
代
の
発
症
が
急
増
中
！
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子宮頸がんが発生する過程

HPV 感染から５～10年で、一部ががん細胞へと移行

正常な細胞HPV にHPV に前がん状態がん細胞

ほとんどが
自然消滅する

定期的な検診で

約10％約10％約10 ～
30％

ここから発見
できます！

感染した細胞
細胞

持続感染した（異形成）

HPV検査で
感染の有無が
わかります。出典：地域がん登録全国推計値から（国立がん

　　　研究センターがん対策情報センター）

子
宮
頸
が
ん
と
は

子宮体がん

子宮頸部

子宮体部 子宮

卵巣がん
膣

卵巣

卵管

ちつ

西洋梨を逆さにしたような形の
子宮、その入り口（頸部）にできる
がんのことです。

子宮頸がん

子宮頸がんの部位 女
性
の
約
80
％
が
一
度
は
H
P
V
に
感
染

子宮頸がんの罹
り

患者数（推計）

検診の受付の様子

※

。
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子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
子
宮
頸
部
か
ら
採

取
し
た
細
胞
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
、
異
常
が

な
い
か
を
調
べ
る
「
細
胞
診
」
を
行
い
ま
す
。

【
検
診
の
流
れ
】

★
H
P
V
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

H
P
V
検
査
と
は
、
細
胞
診
と
同
じ
く
子

宮
頸
部
の
細
胞
を
使
い
、
H
P
V
に
感
染
し

て
い
る
か
を
調
べ
ま
す
。
現
段
階
で
異
常
が

な
く
て
も
、
将
来
的
に
危
険
性
が
あ
る
か
が

わ
か
り
ま
す
。

　

「
細
胞
診
」
と
「
H
P
V
検
査
」
の
2
つ

の
検
査
を
併
用
す
る
と
、
よ
り
正
確
な
判
定

が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
20
歳
以
上
の
女
性
に
子
宮
頸
が

ん
検
診
を
実
施
し
、
検
診
費
用
の
7
〜
8
割

を
公
費
で
補
助
し
て
い
ま
す
。

【
検
診
費
用
】

　

1
回
1
4
0
0
円

※
な
お
、
40
歳
以
上
の
女
性
の
う
ち
、
不
正

　

出
血
な
ど
の
有
症
状
者
は
、
子
宮
体
が
ん

　

の
検
査
も
あ
わ
せ
て
計
2
0
0
0
円
で
受

　

診
で
き
ま
す
。

【
検
診
間
隔
】

　

20
〜
39
歳
／
年
1
回

　

40
歳
以
上
／
2
年
に
1
回

富士レディースクリニック
院長
中山　真

まさ

人
と

 医師

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
20
〜
30
代
の
女
性
が

か
か
る
が
ん
の
中
で
は
、
乳
が
ん
に
次
い

で
多
く
、
近
年
、
比
較
的
若
い
世
代
で
罹

患
率
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

が
ん
の
発
症
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
自
覚

症
状
が
な
い
早
い
段
階
で
病
変
を
見
つ
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
で
、
子
宮
の
摘
出
手
術
を
避
け
、
将

来
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
出
産
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

国
内
の
検
診
受
診
率
は
20
％
程
度
と
非

常
に
低
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
は
、
子

宮
が
ん
検
診
に
対
す
る
情
報
が
少
な
い
た

め
に
、
過
度
な
不
安
感
や
抵
抗
感
を
持
つ

女
性
が
多
い
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
実
際
の
検
診
は
、
個
人
差
は
あ
り

ま
す
が
、
特
に
強
い
痛
み
は
な
く
、
内
診

台
で
の
診
察
も
ほ
と
ん
ど
1
分
以
内
で
終

わ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
積
極
的
に
検
診
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策
課
（
フ
ィ
ラ
ン
セ
）

　
　
　
　
　
　

☎（
64
）8
9
9
2 　

5（
64
）7
1
7
2

※
検
査
結
果
の
確
認
ま
で
が
検
診
で
す
。
受　

　

け
た
ま
ま
に
せ
ず
、
し
っ
か
り
結
果
を
確

　

認
し
ま
し
ょ
う
。

 

医
療
機
関
名

 

電
話
番
号

 

池
田
産
婦
人
科
医
院

 （
21
）2
2
2
8

 

共
立
蒲
原
総
合
病
院

 （
81
）3
3
2
5

 

武
田
産
婦
人
科
医
院

 （
63
）5
1
2
2

 

た
む
ら
レ
デ
ィ
ー
ス

 

ク
リ
ニ
ッ
ク

 （
65
）7
7
7
7

 

中
島
産
婦
人
科
医
院

 （ 

51
）4
1
8
8

 

長
谷
川
産
婦
人
科
医
院 （
53
）7
5
7
5

 

富
士
レ
デ
ィ
ー
ス
ク

 

リ
ニ
ッ
ク

 （
21
）1
1
1
1

 

船
津
ク
リ
ニ
ッ
ク

 （
65
）7
2
7
2

 

宮
﨑
ク
リ
ニ
ッ
ク

 （
66
）3
7
3
1

 

望
月
産
婦
人
科
医
院

 （
34
）0
4
4
5

 

ロ
ゼ
レ
デ
ィ
ー
ス
ク

 

リ
ニ
ッ
ク

 （
60
）5
7
4
7

　
医
師
に
よ
る
問
診

　

視
診
・
内
診
・
細
胞
診
・

　

H
P
V
検
査
（
希
望
者
の
み
）

　

検
診
結
果
の
返
却
・
受
け
取
り

〈
市
内
で
検
診
を
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
〉

●
検
診
は
、
市
内
の
婦
人
科
・
産
婦
人

　

科
で
受
診
で
き
ま
す

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
内
容

検
診
費
用
と
検
診
間
隔

　

市
は
、
今
年
度
か
ら
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
の
対
象
者
の
う

ち
、
31
歳
・
36
歳
・
41
歳

の
希
望
者
に
対
し
て
、
Ｈ

Ｐ
Ｖ
検
査
を
無
料
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
対
象
者
の

ク
ー
ポ
ン
券
に
は
「
H
P

V
対
象
」
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
対
象
で
な
い
人
は
自
費
で
の
受
診
に
な

　

り
ま
す
。
料
金
は
、
受
診
す
る
各
医
療

　

機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
一
次
予
防
と
し
て
、
中
学
1
年
生
〜
高
校

　

1
年
生
の
女
子
に
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防　

　

ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

　
現
在
、
厚
生
労
働
省
の
勧
告
に
よ
り
、
定

　
期
接
種
の
積
極
的
勧
奨
を
一
時
控
え
て
い

　
ま
す
。

★
定
期
的
な
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

（
約
3
週
間
後
）

手
お
く
れ
に
な
る
前
に
、

　
　
　
　
　
　
　

早
目
の
検
診
を


